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カーニヴァルとしての世界

－『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』の喜劇性一

山本賀代

1981年にH・ライスがゲーテの『ヴィルヘノレム・マイスターの修業時代

(Wilhelm Meisters L妨げ訪問）.II（以下『修業時代』〉の喜劇的な要素

に着目して以来、1）いわば教養小説研究史とも言い得る『修業時代』研究

の歴史の中でふるい落とされてきた、この小説の滑稽な要素、特殊な明る

さはようやく注目されてきたといえる。2）本稿は主人公の人生の道程がい

かに喜劇的に展開するかを提示し、その喜劇性の意味を考察するものであ

る。

1. く演劇＞小説としての『修業時代』

即興劇というものは即席ですぐっくられるという風に考えるべきではなく、腹

案も筋も場の配置もちゃんとできているのに、それをどう上演するかは俳優に

任されている作品と考えなければならないのです。 (7-120) 

第2巻9章の舟遊びの場面で、ヴィルヘルムは田舎牧師風の男と即興劇

について語り合う。相手の男は、「身振りや表情、感嘆の叫び」とL、った俳

優の内から無意識に現れる「無言の劇」（7-120）としての即興劇の練習は、

俳優達の間でのみならず、一般の仲間同士の間でも有益であると主張する。

それは人聞が自分自身から放け出して、回り道をして再び自分に戻ってくるた

めの最上の方法です。 (7-119) 

く演じること〉はここで重要な自己確認の手段として理解される。演劇小

説「ヴィルヘルム・マイスターの演劇的使命 （WilhelmMeisters thea・



44 

tralische Sendung）』が『修業時代』に改作され、演劇世界はもはや主

人公の人生の一段階にすぎなくなったと言われるが、広義に演劇を解釈す

れば、それはむしろ『修業時代』においてより大きな意味をもつことにな

る。のなぜ、ならヴィルヘルムの人生は、幼年時代に深い感動を受け元二つ

の芸術作品一ータッソーの英雄叙事詩『エルサレムの解放』と祖父の蒐集

した美術品の一つ、病める王子の絵一ーをめぐってのく即興劇〉として描

かれているからである。前者には十字寧の騎士タンクレートと異教徒クロ

リンデの悲恋のエピソードが挿入されている。ヴィルヘノレムはクロリンデ

の男勝りなところに魅了され、恋人と知らず彼女を殺すタンクレートに大

きな同情を寄せた。後者には父親の花嫁に恋し、病気になる王子アンティ

オコスが描かれている。二つの作品の悲劇性に魅せられた主人公は、虚構

と現実、みせかけと本質を混同しながら悲劇世界へ迷い込む。彼は土官服

を着たマリアーネにクロリンデの姿を重ね、互いに愛し合うが、彼の誤解

が破局を生み、その痛手から病気になると今度は自らを病める王子と同一

視する。ここにくヴィノレヘルム＝タングレ｝ト＝病める王子〉の関係が成

立するが、この定められた筋を主人公はいかに自らの人生において演じる

であろうか。

幼年時代の思い出として挿入されたタッソー上演の失敗のエピソードは、

まさにひとつの演劇の形で、今後のヴィノレヘルムの人生の展開を予示して

L、る。

登場人物達は皆衣装をつけ、いよいよ閉幕となりましたが、皆はその時初めて

自分の台詞を知らないことに気付いたのです。 ト…〕前からタンクレートに

なるつもりだった僕は一人で舞台に上がり、この英雄叙事詩の数節を唱え始め

ました。しかしその箇所は間もなく諮りの文になってしまい、僕はついに自分

で自分のことを第三者みたいに言わなければならなくなり、その台詞にあるゴ

ットフリートも舞台に出てきそうにないので、見物人達が大笑いする中を僕は

止むを得ずまた引っ込んだので、した。 (7-28 f.) 
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悲劇的英雄を演じるはずのヴィルヘルムは皆の笑い者となる。さらにこの

場面は次のように続く。

見物人達は座ったままで、何か見せてもらえるつもりでいますし、僕達も衣装

はつけています。そこで僕は勇気をふるいおこし、とっさの決心でダピデとゴ

リアテの芝居をやることにしました。 〔H ・...〕ある剰軽な子供は、もし聞がも

てなくなったら道化役になって茶番でその穴を塞ぐために、黒い髭を車買に描き

ました。そのような準備はこの真面白な劇に反することなので僕は嫌々させて

おきました。 (7-29) 

彼は悲劇を演じきれず、不本意ながらも道化の手を借りねばならない状況

に陥る。現実と空想の矛盾の中で停滞する主人公を、滑稽なやり方で導い

てゆくフィリーネとフリードリヒの前身を、このおどけた子供に見ること

ができる。笑われる主人公、茶番を引き起こす道化一悲劇の筋を辿りつ

つも、喜劇的展開をみせる小説の全体像がここに浮かび上がる。さらに急

逮演じられるダビデとゴリアテの物語は、小人ながらも巨人ゴリアテを倒

したダピデがサウル王の娘を妻にもらうハッピー・エンドの物語である。

ヴィルヘルムとナターリエの婚約で幕を閉じるこの小説の運命は、ここで

すでに予感されるのである。

2. 道化の活躍

『修業時代』の喜劇性に関与する道化的人物としてパルパラ、フィリー

ネ、フリードリヒを挙げることができる。4）生真面白な主人公と対照的な

道化達はこの小説に多くの滑稽な場面を提供するが、彼らの行動の根底に

あるのは生の強い肯定である。例えば「ハートだけしか持ちあわせのない

恋人」 (7-45）と生活を保護してくれる裕福な男との間で悩むマリアーネ

に、パノレバラt孝次のように忠告する。

楽しいことと得になることを全て結び付けることほど自然なことはないと思う

がね，あんたがひとりの方を愛してるんなら、もうひとりには金を払わせてあ

げりゃいいじゃないか。大切なのは賢く振舞って二人をあわせないでおくこと



46 

さ。 〔……〕ただ後で私が考えた役を演じてくれなきゃいけないよ。どんな状

況が私達を助けてくれるか知れないから。 (7-46〕

「喜劇の伝統の兵器庫」5) と評されるパノレパラは、喜劇における強かな召

し使いを演じようとするが、彼女の意図に反してその企ては、クロリンデ

を思わせたマリアーネの雄々しさの仮面を剥ぎ、感傷的な女性の姿を暴き

出してしまう。マリアーネと同様に、ヴィノレヘノレムもヴェルター的な自己

破壊へ向かう可能性をもっていたが、ノミノレパラが失敗した喜劇を彼はフィ

ローネやフワ」ドリヒに助けられて演じることになる。

＊ 

私には政治家達のこと、霊をかぶってるところしか想像できないわ。誰がかぶ

っていようと童を見ると指がむずむずしてきて、すぐさまそのお偉い紳士の頭

から童をひっぱがし、部屋中とび回ってその禿げ頭を笑ってやりたくなるわ。
(7-96〕

フィリーネの笑いはとりつくろった仮象を破壊し、真実の姿を暴露する。

第2巻3章で彼女の歌う「羊飼いがめかして踊りに行く」 (7 130）は、

『ファウスト (Faust）』第1部の「市門の前」でも復活祭を祝う農民た

ちに歌われている。6）自分はその輸の中に入ってゆけないが、ファウスト

は日常の束縛からの解放の喜びを歌う彼らを否定しない。しかしヴィルヘ

ノレムはこの歌の生命力に気付けず、 「文学的にも道徳的にも全くつまらな

し、」（7-131)と軽蔑するばかりである。崇高な神霊の世界への憧れと地上

的な情欲の相魁は、ファウストのもとにメブィストフェレスを呼び出すが、

そのような魂の分裂を意識できないヴィルヘノレムは、道徳から解放された

フィワーネの官能性に魅了されつつ否定しようと狼狽し、彼女に笑われる

のである。クロリンデと死別して以来珂責の念に苛まれ、暗い森を初僅

い続けるタンクレートのように、マリアーネを捨てたヴィルヘルムも女性

に対して堅く心を閉ざそうと決心していた。しかし「正真正銘のエヴァ」
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(7-100）フィリーネのエロスの誘惑に屈しかかりながら必死で犠える主人

公の滑稽さの下に、すでに反英雄的、人間的な要素が現われかかってしる。

二人の聞に起こる滑稽な場面は全てくヴィルヘルム＝タンクレート〉の

関係の崩壊を目指している。それは主人公の心を捕えた第三の悲劇j人物ハ

ムレ y トと彼の同一性の崩壊という形で現れる。『ハムレット』上演後の饗

宴で、ミニヨンはまるでディオニュソスに仕えるメナードそっくりに狂乱

するが、その姿はまさに演劇の奔放な原初の姿を想起させる。の しかもそ

のしめくくりは、ディオニュソスの祭りから喜劇と悲劇が生じたように、

プィリーネの官能的な歌を拒絶しつつも彼女の抱擁に身を任す主人公の歓

びの一夜と、フィリーネの歌に誘われてヴィノレヘノレムの部屋に忍び込んだ

ミニヨンの苦悩の夜とし、う、対照的な結末に至る。演技と現実、仮象と実

在の聞の境界が崩れゆく中で、ヴィルヘルム＝ハムレ y トのもとに現れる

のは、息子を悲劇に導く父の亡霊でなく、彼を生に呼び戻すエロスの体現

者フィリーネである。ひとりで部屋中フィリーネを探L回り、彼女の靴を

眺めて眠れぬ夜を過ごした上演前夜の滑稽なエピソードは、主人公が偽り

の悲劇的英雄で、あることを先取りしていたのである。主人公とフィリーネ

の奇妙な情事（彼は相手が誰か分かっていなし、〉は彼と悲劇の主人公との

違いを決定的にする。そしてフィリーネとのこの結合は、ひとりの女性へ

の愛を貫くはずの理想像タングレートからヴィルヘルムを遠く引き離すこ

とになる。

キ

踊牛足伯（Grafvon Schneckenfuβ） (7-555）ーーその名が示すよう

に架空の人物一ーからの馬鹿げた手紙と共に現れるフリードリヒは、 「ま

るで笑いによって我々を悪夢から目覚めさせるようにP小説の最後の纏

れた状況を茶番で、救ってくれる。主人公の憧れの上流社会も、人生の厳粛
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な目標である教養も、彼を悩ませた父子の関係も、フリードリヒにかかつ

てはその意味を奪われてしまう。フィリーネがエロスの誘惑によってグィ

ルヘルムを悲劇的英雄像から引き離してきたのに対して、フリードリヒは

パロディという形で主人公の陥った硬直状態を打ち崩してゆく。

芸術と現実の交錯した主人公の最後のく芝居〉は、フェリークスとナタ

ーリエと共に演じる病める王子の絵の再現である。毒を飲んだらしいフェ

ーリクスを聞にヴィルヘルムとナターリエは心配を分かち合う。今初めて

父王の苦悩を知った彼に、フリードリヒがこの絵の本当の意味を切らかに

する。かつて主人公はこの絵に不幸な恋人達の姿しか見なかったが（そし

て今ナターリエとの結婚を断念している彼はまさに病める王子でもある〉、

それは実は医者の診断で息子の病の原因を知った父王が、息子のために後

妻を諦める瞬間を描いたものであった。9）フリードリヒの新しい解釈一一

病める王子の回復一ーは、この王子を悲劇の王子とみなして自己同一化し

ていた主人公の、 くグィルヘルム＝病める王子〉の関係を崩壊させる。そ

して病めるヴィルヘルムの回復は、踊り歌うフリードリヒによってさなが

らオペラのフィナーレのように、主人公とナターリエとの婚約とし、う喜劇

的な大団円をこの小説に迎えさせるのである。

3. カーニヴァルとしての『修業時代』

虚構世界に見出だされた理想像を現実世界で演じてゆく主人公のく即興

劇〉としての人生は、芸術と生の間で果てしなく繰り返される反映の総体

として把握されねばならない。このく演劇〉世界において、陽気な道化達

はヴィノレヘノレムを悲劇！から生へと引き戻す重要な役割を担っている。しか

し一方で被らの引き起こす滑稽なエピソードが、他の人物達を死や破滅へ

向かわせることを見逃すことはできない。バルバラの仕組んだ芝居はマリ

アーネを死へ追いやれフィリーネと男爵夫人の悪戯は伯爵夫妻を世捨人
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に変貌させる。フィリーネの軽薄な歌はミニヨンに苦悩の夜を与え、フェ

-JJクスの仮病は竪琴弾きの自殺を引き起こす。不真面目な戯れを発端と

する、表面的には喜劇風で馬鹿馬鹿しい場面が、人聞を一方で生に向かわ

せ、一方で死に追いやる重大な分岐点となっている。しかも主人公ヴィル

ヘルムを取り巻く他の人物達が、それぞれ彼の自己の一面を体現している

とすれば、10）彼らの死はいわばヴィルヘルムの死を意味し、しかもその死

を決定付ける瞬間こそ彼の新しい生の出発点となる。無意味に思われるも

のが人生の重要な瞬間を思わせるということを、ゲーテは『ローマのカー

ユヴァル （DasRiimische Karneval)f:iの中で記している。

このような馬鹿騒ぎの問、粗野な道化役は恥知らずにも、我々が存在している

ことの根源である愛欲の喜びを思い出させる。バウポーは公衆の場で産婦の秘

密を暴〈。閣の中に灯された多くの蝋燭の火は、我々の最後の厳粛な葬儀を思

い起させる。こうして我々はくだらない馬鹿騒ぎの中で、人生の最も重大な場

面に注意を向けさせられることになる。 (11-515) 

ヴィノレヘルムの生を硬直させる絶対性（彼は悲劇の英雄にそれを見出だし

た〉から彼を解放する道化達。彼らが活躍する場は、生と死を同時に内包

する両面価値的な、カーニヴァル的世界といえるだろう。しかも「一夜の

夢のように、ー編のお伽話のように」 (11-514）終わるカーニヴァルは、

その参加者の心に何の印象も残さないという。 『修業時代』を支配する特

殊な明るさも、主人公の人生を決定付ける重大な瞬間が一見無意味な滑稽

な場面の後ろに隠れ、彼の心に何の痕跡も残さない点に関連しているので

はないだろうか。

さらにあの狭くて長い、立錐の余地もない通りは、我々にこの世の人生の道程

を思い出させる。そこでは素顔の者も仮面を付けた者も、全ての見物人と参加

者がパノレコニーや桟敷から、自分の前や横のほんのわずかの空間を見渡してい

る。そして馬車か徒歩でほんの一歩ずつ前に進んでいくが、歩くというよりも

むしろ押されていくのであれ自分の意志で立ち止まるというよりもむしろ引

き止められるのである。もっと良い楽しい所へ行こうとますます熱中するばか

りで．たどりついてみれば再び窮地に陥って、ついには押しやられてしまう。
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(11-515) 

旅芸人から俳優、市民そして貴族までのあらゆる階層が混じり合い、階級

を越えたいくつものカッフ。ノレが成立する『修業時代』は、 「身分の違いが

しばらくの間撤廃される」 (11-485）カ」ニヴァルの世界と似ている。確

実な展望もなく自らの意志に反して停滞しては、今度は無理遣り押しやら

れるヴィノレヘルムの旅は、まさにカーニヴァルの「立錐の余地もない通

り」を一歩一歩進んでいくようなものであった。そこでフィリーネとフリ

ードリヒは粗野な道化のごとく、絶えず馬鹿騒ぎを引き起こしたのだ。

M・ バフチーンはカーニヴァノレを四つのカテゴリーに分類する。自由で

あけすけな接触、無意識の人間本性の暴露、ちぐはぐな組み合わせ、そし

て俗化（パロディ〕CU）これらはまさに「心の扉の入り口まで侵入してj(7 

-101)主人公の無意識の本性を暴露し、また「全体の接合剤j (7-344）と

して異質な世界間の仲介を果すフィリーネとよヴィルヘノレムや塔の結社の

理性をパロディー化するフリードリヒの領域である。ヴィルヘノレムの人生1

はこうしたカーニヴァノレ的要素が告け．る陽気な相対性の中で、死と再生を

繰り返したと言えるだろう。全てが笑い同時に笑われる陽気な相対性の典

型はフィリーネの妊娠にみられる。妊娠したメリーナ夫人の姿を見たくも

ないと笑い飛ばしたフィリーネが、鏡の前で妊娠した醜い自分の姿を嘆い

でいる。笑うフィリーネも最後には「この世に彼女ほど醜くて滑稽なもの

はありません」（7-559）と笑われる。しかし笑うフィリーネの死は同時に、

生まれくる新しい生命、新しいフィリーネの誕生でもある。

さらにこの小説にはいくつかのカ←ニヴァノレ的要素が認められる。例え

ば男女の役割交換のそティーフ一一男装（マリアーネ、ミニヨン、ナター

リエ、テレーゼ〕、女装（フリードリヒ〉、女性に助けられる英雄（アマツ

ォーネとヴィルヘノレム〉、女性に寝込みを襲われる主人公（フィリーネの

夜の訪問〉。妊娠（メリーナ夫人、フィリーネ〉、葬儀（ミニヨン〉、 陽気
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な馬車のピクニックもカーニヴァル的モティーフである。 「移動国家の座

長」（7-216）に選ばれたグィルヘルムが、盗賊に襲われるや否や皆の非難

の的になるエピソードは‘カーニヴァルの王の選出とそれに続く脱冠のパ

ターγを思い出させる。

様々に見出だされる『修業時代』とカーユヴァルとの関連は、実は小説

の最後に明示されている。ヴィルヘルムとナターリエを結び付けたフリー

ドリヒは、二人にすく

いつたんアJレプスを越えてしまえぽLめTこものです。何か変わったことでも計

画してやれば、人は皆あなた方に感謝するでしょう。彼らは金も払わずに、あ

なた方から楽しみを与えられるわけですからね。それはちょうど仮面舞踏会を

催すようなものですよ。全ての階級の人々 が参加できるでしょう。 (7-609) 

「芝居は長い間続いた」（7ーのというこの小説の象徴的な始まりは、虚構

と現実の交錯する主人公のく演劇〉的な人生を暗示していたが、その終わ

りにはあらゆる人々が参加する仮面舞踏会が話題になる。主人公の人生が．

民衆の祭り、つまりカーニヴァノレを意味していたこと、そこでアリードリ

ヒのような道化が活躍してきたことは、フリードリヒに続くアベの言葉に

示されている。

あなたはもちろんそのような民衆の祭りで、すでに観客のためにたいへん貢献

してこられました。 (7--609) 

4. 繰り返される生

パフチーンはゲーテのカーニヴァル描写に大きな功績を認めている。13)

とりわけカーニヴァルの不真面目なものの背後に「世界に対する統一的な

視点、単一なスタイル」14）を感じるゲーテを評価しているが、「灰の水曜日

の考察Jに関しては「カーニグァル的イメージの個人的次元化」15）として

批判している。しかしこの考察にこそ、カーニヴァルの雑踏と和解できた

ゲーテの独特の見解が示されている（ゲーテはもともとカーニグァルの喧
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騒を嫌悪していたのだった）。彼はカーニヴァルを日常を逸したく逆さま

の世界＞としてだけでなく、 「他の、常に繰り返される生の営み」 (11-

520）と同じものとして認識し、カーニヴァルの特殊な生を普遍的な生に

還元する。 「真面目なローマ人が、突然その真面白さと慎重さをかなぐり

捨てる」 (11-489）カーニヴァルは、日常からの解放として開始されるが、

一方で、ゲーテは次のように書いている。

それは新しいものでも珍しいものでも、ユニークなものでもなく、ただローマ

人の生き方にきわめて自然に結び付いている。 (11-486) 

カーニヴァルの衣装を思わせるローマの僧服を見慣れているので、 「まる

で一年中カーニグアノレのようだ」 (11-487）ともある。ローマ人の特殊な

生活を忠実に描写しながらも、そこからローマ人の普遍的な生活、さらに

は時を越えて妥当する人生の在り方を抽出することで、ゲーテは叙述しが

たい生きた対象をリアルに、しかも象徴的に描き出している。16〕

『修業時代』においても特殊なものから普遍的なものへの移行がみられ

るが、それは作品の独特な時間感覚と関連している。

なんと不思議なことだろう！ 彼女と生き写しのあの美しい姪が、僕が普僕の

恋人を度々見たときと同じ姿で、糸王手の後ろの同じ椅子に座っているんだ。母

親そっくりの小さな女の子が後からついてきた。こうして僕は過去と未来の簡

の本当に不思議な現在の中にいたのだ。 (7-470 f.) 

現在の中に過去と未来を見出だすロターリオのこの不思議な時間感覚を、

ヴィルヘルム自身「過去の間」において体験する。

「この過去の間には、なんとしづ生命が溢れているのでしょう」と彼は叫んだ。

「これは現在の間といっても未来の間といってもいいでしょう。今まですべて

がそうだったんですし、これからもそうでしょう。」 (7-541) 

壁にかかった幾世代にわたって生き続ける母親、父親、花嫁、花婿の肖像

画の中に、ヴィルヘルムは永遠に繰り返す不変の世界を垣間見たのだった。

このような生の円環は小説全体を支配している。作品の中心モティーフで
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あった病める王子の絵ー『愛、苦悩、諦念、理性、あらゆる人間性の繰り

返される相魁と和解の姿一ーはかつての病める青年ヴィルヘルム（過去入

諦念の父となり同時に病から回復するヴィルヘルム（現在〕、いずれ病める

青年となるであろうフェーリグス（未来〉とし、う、過去と現在と未来を貫

く永遠の円環の象徴として、直線的に展開する小説の筋に組み込まれたタ

γソー＝モティーフ17）と共に、この小説の基本構造を支えていたのである。

く演劇〉としての生は、 「自分自身から抜け出して」 「再び自分に戻っ

てくる」円環を完成するための自己解放の瞬間である。それは日常から解

放されるカーニヴァル的世界においてこそ可能となり、それ故にフィリー

ネやフリードリヒとし、う道化達が重要な役割を担うことになる。単に喜劇

的人物や滑稽なエピソードが存在しているばかりでなく、まさにこの非日

常的空間こそ、 『修業時代』の喜劇性を決定付けている。このカーニヴァ

ル的世界が支える喜劇性の下で、ヴィルヘルムの生は回帰する時間の中へ

と還元され、繰り返される生としての象徴性を獲得する。小説の最後にフ

リードリヒによってサウル王に愉えられるヴィルヘルムは、かつては王サ

ウルのために勝利してその息子となる小人ダピデを演じたのだった。子か

ら父への象徴的な世代交代とともに、未来は過去に結び付き、最後の場面

は小説の始まりへと回帰し、小説の円環は閉じられるのである。
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